
平成３１年４月号 和歌山工業高等学校定時制

４月８日（月）、離任式・新任式・始業式が行われました。
離任式では、この３月末で退職された田村校長先生始め、

退職、転任で離任された先生方からそれぞれご挨拶いただき
ました。長い間ありがとうございました。
新任式では、新しく着任された西村校長先生から、次の７

名の先生方が紹介されました。
中浴先生、山田先生、脇田先生、川本先生、妙中先生、杉原先生、津村先生

よろしくお願いします。
始業式では、県民歌、校歌斉唱の後、西村校長先生から、この２曲について「県民歌と

本校校歌の作詞者は、同じ西川好次郎氏であり、２曲それぞれに西川氏の思いが込められ
ており、本校としても大事にしていきたい歌であるので、今後も式や機会があれば、歌っ
ていきたい。」とのお話がありました。
そして、「令和」への改元についても触れられ、最初の元号である大化の改新の「大化」

から数えて２４８番目の元号となる「令和」ついても触れられ、この時代の転換期にあっ
て、「卒業」という目標に向かって努力するように励まされました。

４月９日（火）
平成３１年度の入学式が挙行されました。

西村校長先生から、新入生２０名（機械電気科８名・建築科
１２名）と転編入生７名（機械電気科３名・建築科４名）の計
２７名の入学が許可されました。
西村校長先生は式辞の中で「人間はだれしも楽をしたいと思

うものですが、自分を成長、向上させたいという気持ちがある
ことも確かです。入学を機に、新たな環境で有意義な学生生活
を送ってください。今年は元号が変わりますが、令和の「和」
は、和歌山、和工の「和」であると言えるこれからの数年にし

たいと思います。」であると話され、新入生を激励されました。

４月２５日（木）

和歌山工業高等学校本館６階多
目的ホールにおいて、生徒会主催
の新入生歓迎会が開催されました。
生徒会長の挨拶の後、生徒のア

ンケート結果をもとに生徒会で検
討した結果、選ばれたDVDを全員
で鑑賞しました。

★学校ホームページのＱＲコードです。
トップページにリンクします。
警報発令時等の重要なお知らせや、
行事予定の確認などができます。
ぜひ一度アクセスしてみてください。

 



令和元年５月号 和歌山工業高等学校定時制

５月１７日（金）、体育館で、
前期球技大会が開催されました。

西村校長先生の開会のあいさ
つの後、生徒会長の彦路友都君
（２機電）が開会宣言をし、副
会長の山田匡充君（３機電）が
大会内容、ルールの説明等を行
いました。

その後、校長先生はじめ、先
生方も一緒に、全員で準備体操
（ラジオ体操）をしました。

競技は昨年度と同じソフトバ
レーボールです。
今年度もトーナメント方式で

熱戦が繰り広げられ、第１位～
第４位の入賞者に、それぞれ賞
品が授与されました。

生徒たちが、日頃の表情とは
違う一面を見せてくれた一日と
なりました。

５月３０日（木）のスマート
ルームを活用した授業について
紹介します。
０限に「物理基礎」（１年建築

科３修制生徒）の授業を、理科
の川本先生が行いました。
４限には「電力技術」（２年機

械電気科）の授業を、機械電気
科（電気）の山田先生が行いま
した。
本年度は昨年度よりもスマー

トルームの活用頻度が高まって
います。生徒も授業に集中する
ことができ、内容の理解にもつ
ながっているようです。。
本校は、これからも、生徒に

とって「より分かりやすい授業
づくり」を目指していきます！

 



令和元年６月号 和歌山工業高等学校定時制

６月８日（土）
きのくに青雲高校

で県予選が行われました。本校か
らは４機電 橋本央成 君が個人戦
に出場しましたが、２回戦敗退で、
全国大会出場はなりませんでした。

６月９日（日）和歌山工業高校
で県予選が行われました。本校の
部員は専科生の１名ですが、仕事
の関係で参加できず、本校からの
出場選手は０名でした。
ですが、会場校でもあり、運営

には先生方だけでなく OB の方た
ちも協力してくれ、盛大な大会と
なりました。秋の大会には本校の選手も出場できるよう期待しています。

６月２８日（金）
和歌山県警察本部生活

安全部少年課少年サポー
トセンターよりお二人の
講師に来ていただきまし
た。
昨年度の非行の概況で

は高校生の関わった件に
ついて、また、今年度当
初、全国的にも問題とな
った SNS に関する内容
についても触れていただ
きました。
日頃の言動を考えるい

いきっかけになればと思
います。

ỏഁࠓἿᾟ̵ᾤᾞ̵ὼἿ਱ܢὣԙᄄἨἷἠἱἦἕỐ

警報発表時の授業
など、重要な情報は
左の【TOP PAGE】、
行事予定などは、

右の【在校生の皆様へ】
の QR コードから確
認できます。 【TOP PAGE】 【在校生の皆様へ】

 



令和元年７・８月号 和歌山工業高等学校定時制

７月１９日（金）、１学期終業式が行われました。
終業式に先立って、計算技術検定３級に合格した

２年建築科の北條琉奈さんに合格証書が授与されま
した。
終業式で西村校長は、４月からの社会での出来事

を振り返ってみると、複数件の高齢者ドライバーに
よる自動車の暴走事故や、京都アニメーションへの
放火など、多くの痛ましい事故、事件があったこと
に触れられ、「命の大切さ」について切々と話され
ました。そして、「明日から夏休みに入りますが、生徒みんなが無事で、今のように全員
が元気に集まり２学期が始められるように過ごしていただきたい。」と話されました。
また、全員登校日の前日の８月１５日は「終戦の日」であり、終戦を迎えて７４年目で

あることを紹介されました。戦争ではおよそ１００万人の方が亡くなりましたが、それは
和歌山県の人口９５万人弱より多い数であることも紹介されました。全国的にこの日は正
午に黙とうがあるので、「命の大切さ」と今の「平和に感謝」して、亡くなった方々に心
から祈りをささげましょう、と話されました。

式の後、教務の中村先生から
１．１学期の成績（通知表）を必ず保護者に見せて、で
きれば写真も撮って、自分の成績を自分で管理しよう。
２．追認考査を受けた人は、結果を確認しよう。
３．教科書無償給与申請について
４．全員登校日と２学期始業式について

の話がありました。

生徒指導の岡本先生から、
夏休み中の生活について話が
ありました。特に、原付免許
の取得についての注意、深夜
徘徊やＳＮＳ上でのトラブル
に巻き込まれないよう注意す
るようにということでした。

進路指導の西村先生からは、
１．求人票について
卒業予定者だけでなく、１，
２年生も今後の参考にしよ
う。
２．インターンシップについて
の話がありました。

【全員登校日】
８月１６日（金）３階情報教室（大）で行いました。
インターンシップに行った生徒からの感想や、各部か
らの話の後、ＬＨＲを行って解散しました。

 



令和元年９月号 和歌山工業高等学校定時制

９月２日（月）２学期の始業式が行
われました。酷暑の夏休みが終わり、
生徒全員揃って２学期を迎えることが

できました。
校長先生は、２学期の過ごし方について、自分の目標を見

定めて頑張るように、特に卒業予定である生徒は自己実現の
ための進路決定も含め頑張るように励まされました。
また、今年の夏の暑い時期を、夏休み中も毎日仕事を頑張

り、それでもなお、今日ここに集まれていることに敬意を表
するとともに、今日のこの気持ちを大事にして２学期も頑張ってくれることを祈っていま
すと話されました。

９月１９日（木）遠足を行
いました。昨年の遠足が好評
でしたので、今年も和歌山マ
リーナシティに行きました。
黒潮市場でバーベキューを楽しんだ後、ポルトヨーロッパ内を散策しました。先生方も生
徒と一緒に乗り物に乗って、楽しいひとときを過ごしました。

９月２４日（火）
１年生を対象に、防災ス
クールを実施しました。
和歌山市消防局 中消防
署南分署から３人の講師の方に来ていただき、心肺蘇生法
とＡＥＤの使用法について講義していただいた後、実習を
行いました。参加生徒は少なかったのですが、熱心に講義
を聴き、実習をしていました。

９月２７日（金）行われた和定連和
海ブロック学習交流会に、生徒会長の
彦路友都君（２機電）、副会長の山田
匡充君（３機電）と小橋望来君（２機
電）の３名が参加しました。
和歌山市役所の十四階農園で、他校

の参加生徒とともにビュッフェランチ
を楽しみ、交流しました。その後、近
くの消防庁舎に移動し、３階の和歌山
市消防局防災学習センターで地震や津
波についてのお話を聴き、初期消火体
験や地震体験など、貴重な１日を過ご
しました。

 



令和元年１０月号 和歌山工業高等学校定時制

９月２４日（火）は１，２年生、２６日（木）は３，４年生を対象に、授業１時間分を
使って「わかやまふるさと検定」を実施しました。監督の先生方の中にも検定に挑戦した
先生もいました。
全生徒の半数程度が受検しました。ほとんどの生徒が３

級認定となりましたが、一部数名の生徒は２級認定となり
ました。
これを機に、和歌山県のことに興味や関心を持ってくれ

ると嬉しいですね。

１０月３日（木）今月中旬から新しくなるパソコン環境
についての校内研修を行いました。

１０月２３日（水）、和歌山西
警察署交通課から講師を招き、交
通安全講話を開催しました。講師
の先生は、交通事故の分析もされ
ている方で、生徒とのやり取りを
交えながら、具体的な事例につい
て詳しいお話をしてくださいました。参加した生徒は皆、加害者にも被害者にもならない

ようにと、熱心に話に耳を傾けていました。

来る１１月１日（金）、本年度の中学生体験学習を開催い
たします。今年は、機械電気科の２コース（機械コース、
電気コース）と建築科の３つから１つを選んでもらい、体
験実習をしてもらう計画です。
中学校４校から、すべてのコース、学科に申し込みがあ

りました。

来る１１月５日（火）、３，４限で地震・津波・火災避難
訓練を行います。
今年も、台風１９号を始めとする水にかかわる災害によ

り、多数の尊い人命が失われましたが、３０年以内に７０
～８０％の確率で発生すると言われている「南海トラフ地
震」でも大津波が予想されています。それに備え、「避難で
きる人」にアップデートできるよう、行動実践と知識を得
るための訓練にしたいものです。

 



令和元年１１月号 和歌山工業高等学校定時制

１１月１日（金）学校開放週間の初日、
中学生向けに本校の体験学習を開催しまし
た。
例年は本校２学科のどちらかの学科の体

験実習を行っていましたが、今年は機械電
気科の機械コースおよび電気コース、建築
科の３つから１つを選択して体験していた
だきました。その結果、すべてのコース、
学科に希望があり、中学生のニーズに応え
られた形で体験学習を行えたと考えていま
す。
今後も中学生のニーズに応えられる体験

学習にしていきたいと考えています。

１１月５日（火）は「世界津波の日」です。
午前１０時には県下一斉に緊急地震速報の訓
練が行われました。本校は夜間定時制のため
それには参加できませんでしたが、この日に
合わせて、夜間の３，４限に避難訓練を行いました。シェイクアウト訓練の後、全日制本
館６階に避難し、南海トラフ地震対策啓発ドラマ「その日、その時･･･」を鑑賞しました。
その後、生徒の意識を高めるために、いくつかの具体的な事例を示して、それぞれの状

況で自分なら実際にどのような行動を取るかについて、ひとりひとり考える機会を設けま
した。

１１月７日（木）～８日（金）、本校が事務局校とな
り、和歌山市で１泊２日
の和定連宿泊研修が行わ
れました。
初日は和歌山城を見学

し、和歌山市語り部クラ
ブの方に案内していただ
きました。
夕食は黒潮市場でバー

ベキューを楽しみ、他校
の生徒との交流を深めま
した。
２日目は県立自然博物

館を訪れ、水族館の鑑賞
とバックヤードの見学を
行い、充実した２日間の
日程を終了しました。

残りの今月の行事報告は、１２月号で行います。

 



令和元年１２月号 和歌山工業高等学校定時制

１１月９日（土）、１０日（日）の２日
間、田辺市文化交流センターで開催されま
した。本校からは
金賞 １名
銅賞 ４名

の生徒が入選しました。

１１月１４日（木）、 １１月１５日（金）
和歌山西警察署から には、文化祭を行
２名の講師にお越し いました。作品展
いただきました。特 示会の作品も展示
に、最近高校生にも しました。
広がっている大麻を 今年は紀伊風土記

含め、詳しく説明していただきました。 の丘の２名の先生に教え
軽い気持ちで手を出してしまうことのな ていただきながら、埴輪

いようにしましょう。 づくりに皆、熱心に取り
組みました。

１１月２２日（金）の生徒総会で、以下
の新生徒会役員が決定しました。

会 長 彦路友都君（２機電）
副会長 小橋望来君（２機電）

今西唯月君（１機電）
書記長 井上 翔君（１建築）
会 計 岩﨑宙夢君（１機電） 約１か月の乾燥と窯焼きの後、完成した作

品が終業式で生徒に渡されました。
生徒会活動のより一層の活性化に向け、

頑張ってくれるでしょう。

終業式に先立って、まずは伝達表彰が行われました。
生徒作品展示会入賞の５名と、製図コンクールの２名です。
今年の製図コンクールの入賞は、特選１名と入選１名でした。
表彰された生徒たちはみな、嬉しそうな、そして誇らしげな
表情で賞状を受け取っていました。
西村校長先生が校務の都合により、どうしても伝達表彰や

終業式に間に合わなかったため、教頭先生が代わって表彰し
ました。
また式辞では、「命を大切にすること」という校長先生の

思いが伝えられました。その後、教務や生徒指導の先生方か
ら、冬休み中の諸注意などのお話がありました。

 



令和２年１月号 和歌山工業高等学校定時制

新年あけましておめでとうございます。
令和２年を迎え、最初の学校行事となる３学期の始業式

が、１月８日（水）に行われました。

西村校長先生は、式辞で、「２０２０年がスタートしま
す。２０２０年といえば、世の中は東京オリンピック、パ
ラリンピックの話題で目白押しです。オリンピック、パラリンピックが日本で開催される
年のスタートということで、いい年になればいいなと思っています。特に３、４年生で卒
業間近の人にとっては、登校する日数も残り少ないので、３月２日の卒業式までの高校生
としての日々を大切に過ごしてください。」と激励されました。
また、冬休み中も「大きな事件、事故なく、無事に今日を迎えられてうれしく思ってい

ます。卒業予定の人は無事に卒業式を迎えられるよう、しっかり取り組みましょう。そし
て卒業の後の方がさらに大事になっていくことも忘れないでください。１、２年生も進級
という目標に向け、しっかり努力をしてください。最終的には自分の努力が自分に返って
くるのです。お互いに助け合いながら、先生方ももちろんしっかりサポートしながら、取
り組んでいきたいと思います。」と話されました。
さらに、「ほとんどの人はまだ生まれていなかった２５年前の１月１７日、早朝に阪神

淡路大震災が起こり、多くの人の命が亡くなりました。「自分の命は自分で守る」意識を
持つことが大切です。」とも話され、災害時における自助から共助へのお話をされました。
最後に、「今、世界では色々なことが起きており、それが皆さんの仕事にも影響を与え

たりしているかもしれません。しかし、不安がってばかりいても前へ進めないので、自分
のできることをコツコツとしっかりやることで、次につなげる２０２０年、令和２年にし
てください。」と話されました。

令和２年１月１６日（木）から、転入（本科）および編
入（本科・専科）の予備面談と出願受付を行っています。
時間は、平日の１３：００～２０：００ です。
本科は、国語、社会などの一般の教科、科目と工業の専

門科目を学び、高等学校の卒業を目指します。高等学校を
卒業していない方を対象としています。
専科は、既に高等学校を卒業しているが、本校で工業の

専門科目だけを学びたい方が対象です。
ともに予備面談を受けていただく必要があります。
締切は、予備面談は、３月１３日（金）

出願受付は、３月１６日（月）
の上記の終了時刻までです。

詳しくは、右の
QR コードから読み取れる
資料をご覧ください。

【本科生】 【専科生】

 



令和２年２月号 和歌山工業高等学校定時制

２月７日（金）、恒例のボーリング大
会で卒業生を送る予餞会が、和歌山市小
雑賀の ROUND1 和歌山店で行われまし
た。
卒業予定の生徒と在校生合わせて２４

名と、多くの教員が参加しました。
西村校長先生の開会宣言の後、校長先

生と生徒会役員による『始球式』で開会
しました。
大会は一人２ゲームの平均によって競

われ、卒業（予定）生の部と在校生の部
の入賞、ブービー賞やブービーメーカー
賞、レーン単位で得点を競うグループ賞
など多数の賞が用意され、校長先生から
賞品が手渡されました。
また、残念ながらどの賞にも当たらな

かった生徒にも、今年は参加賞が用意さ
れました。
生徒たちは皆、生き生きとした表情で

交流を楽しみました。これで全学年が一
堂に集う学校行事は最後となります。生
徒たちにとって、とてもいい思い出となったことでしょう。

２月８日（土）きのくに青雲高等
学校において『令和元年度第９回和
歌山県高等学校定時制通信制課程選
手権大会』が開催されました。本校
からは、卓球競男子個人に４機電の
橋本央成 君、３建の住田鞠哉 君が
出場しました。
住田君は準優勝を果たしました。

卒業を間近に控えた３，４年生の今年度の資格取得状況で
す。
今年度も多くの生徒が挑戦し見事合格しました。この努力

と成果を自信にして、卒業後も頑張ってほしいものです。

〇 ガス溶接講習 ２名
〇 フォークリフト運転技能講習 １名
〇 玉掛け講習 １名
〇 実用英語技能検定（３級） １名
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昨年１２月に発生した新型コロナウイルス感染症に関する情報が、様々なメディアを通
じて日々もたらされました。そしてマスクや消毒液の品不足、ＳＮＳ上でのデマ情報によ
るトイレットペーパーやティッシュペーパーの買い占め騒動が起こりました。
一旦このような情報の暴走が起きると、その内容を的確に処理、判断できず、遅れたら

損とばかりに慌てて周りの人に追随するような行動に出てしまいがちです。
しかし、みなさん、よく考えてみてください。これが災害時など、短時間で判断しなけ

ればならないような状況だったらどうでしょうか。まさに命に関わる問題なのです。情報
の受け止め方、発信の仕方について、よくよく考えてほしいと願います。

さて、このような状況の中、３月２日～２４日までを臨時
休業とすることになりました。
これに伴い、本校では２月２８日（金）に予定されていた

卒業式の予行を急きょ変更し、１８：００から令和元年度卒
業証書授与式を挙行しました。

ご来賓の方の人数は少なくな
りましたが、岡本育友会会長様、
西村同窓会副会長様にはご臨席
を賜りました。お陰様で、駆け
付けてくださったご家族のご参列のもと、厳粛な卒業証書
授与式を執り行うことができました。
西村校長先生も式辞におい

て、「皆さんが手にした卒業証
書は、一人ひとりの努力によっ
て得られたことはもちろんです
が、その陰には、深い愛情を持
って見守ってくださった多くの
方の励ましや支えがあったこと
を心に刻んでほしい」と話され
ました。
そして、「これからの人生、

自分の幸せのために生きていってください。そして、自分
以外の人の幸せのために何か努力するということも忘れな
いでください。一つ目は生きる目的であり、二つ目は世の
中を良くしていくことにつながっているのです。」とのメッ
セージを贈られました。
さらに、「この先辛いことが起こったときは、『自分を責

めすぎない』こと、むしろ『自分を責めない』ことが重要
になります。」として、発明王トーマス・エジソンの言葉「私
は失敗したことがない。ただ、一万通りのうまくいかない
方法を見つけただけだ。」を紹介されました。
そして最後に、「失敗を成功へのステップとして、最後ま
で諦めずにベストを尽くしてください。今日が新しい人生
のスタートの日です。Next Stage（ネクスト ステージ）「次
なる段階」への第一歩を踏み出し、新たな目標に向け精進
・努力し、それぞれの花を咲かせてください。」と激励され
ました。

 


